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研究要旨 
 慢性腎臓病CKDの医療は、国ごとに大きな違いがある。日本の腎臓病診療は世界のトップクラスであるが、
今後も本邦の医療が他国に比べ優れている点と劣っている点の解析を続け、誇るべき日本の診療体制を更に発
展させ、国際的にCKDの医療をリードしていくべきである。 
 

 
 
Ａ．研究目的 
   海外のCKD医療の現状と対策等について検討
し、CKD対策の全体像を俯瞰的に 把握することに
より、研究成果を客観的に分析・評価し、研究資源
配分の最適化を図る上で基盤となる情報を構築し、
さらにはCKDの医療水準の向上に貢献することを
目的とする。 
 
Ｂ．研究方法 
   主任研究者と分担研究者により、アメリカ腎臓
学会本部を訪問し、情報収集と意見交換を行った。
また、主任研究者と分担研究者らが、アジア各国
の代表が集まる CKD Frontier Meetingに参加し、
アジア各国のCKD対策に関する情報を取得すると
ともに、分担研究者はベトナム軍人病院を訪問し
現地のCKD診療の情報収集を行った。更に、研究
分担者が理事をつとめる国際腎臓学会が開催した
末期腎不全サミットにて収集した各国の腎臓病対
策に関する情報を解析するとともに、日本の腎臓
病医療を成功事例として報告するための報告書の
準備を行っている。 
  （倫理面への配慮） 
   検討は総論的なもので、個人情報の扱いや介入
研究は行っておらず、倫理面の問題は無い。 
 
Ｃ．研究結果 
   米国においては腎臓内科志望者が減少し、CKD
診療に深刻な影響を与えている。これは、米国で
はCKD診療に対する診療報酬が低く、激務にもか
かわらず医療従事者の給与が低いためである。ア
ジア各国では経済的発展の差に伴い、CKD診療の
内容にも差があり、ベトナムでは経済的制約によ
る様々な問題が認められている。先進国では、CK
Dの医療は保険制度でまかなわれているが、末期腎
不全の治療である血液透析、腹膜透析、移植の比率
については、国ごとに大きく異なる。本邦における
腎臓病患者の予後は世界トップクラスであるが、こ
れは行政が CKD 対策のために腎疾患対策検討会
を設置し、国としてCKD診療の方針を決めている
ことが重要な要素と考えられる。 

 
Ｄ．考察 
本邦における腎臓病診療が優れている重要な要

因は、行政と学会が密接に協力し、国家として長
期戦略をたてて適切に対応を続けてきたことが大
きな要因と思われる。 
 
Ｅ．結論 
 今後も本邦の医療が他国に比べ優れている点と
劣っている点の解析を続け、世界に誇るべき日本の
腎臓診療体制を更に発展させ、国際的に腎臓病診療
をリードしていくべきである。 
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